
─　　─91 

尹：日本人の韓国及び韓国人に対するイメージとその形成要素

日本人の韓国及び韓国人に対するイメージとその形成要素
――調査時期及び調査対象者の属性別比較を中心に――

尹　　　秀　美
（受付　₂₀₂₀ 年 ₁₀ 月 ₃₀ 日）

1.　は　じ　め　に

　本研究では，日本人大学生が韓国及び韓国人に対してどのようなイメージを持っているの
か，そしてそのイメージの形成要素は何なのかについて考察する。そのため，₂₀₂₀年 ₁月に，
広島修道大学の学生を対象に行ったアンケート調査を用いて，①韓国語₁ 中級学習者，②韓国
語初級学習者，③韓国語非学習者の比較を中心に分析する。広島修道大学には，韓国語専攻
やコースがなく，本研究での学習者は，教養科目（初修外国語科目：初級学習者，外国語科
目：中級学習者）として韓国語を履修する学生を指す。
　また，本研究の結果について，筆者が₂₀₁₃年 ₇ 月に，金沢大学の学生を対象に行った同じ
調査の結果と比較し，調査時期や調査対象者の属性（性別，韓国語₂ 学習経験の有無）による
類似点・相違点について，①₂₀₂₀年調査の男性学習者，②₂₀₂₀年調査の女性学習者，③₂₀₁₃
年調査の男性学習者，④₂₀₁₃年調査の女性学習者，⑤₂₀₂₀年調査の男性非学習者，⑥₂₀₂₀年
調査の女性非学習者，⑦₂₀₁₃年調査の男性非学習者，⑧₂₀₁₃年調査の女性非学習者のように
グループ分けし，より詳しく考察する。金沢大学にも韓国語学科やコースが設置されていな
いため，調査対象者の韓国語学習者は，広島修道大学の調査対象者と同じく教養科目（初習₃ 

外国語）として韓国語科目を履修していた学生である。

2.　先　行　研　究

　これまで，日本における韓国や韓国人に対する意識についての調査はいくつかあった（生
越 ₂₀₀₆；₂₀₁₉，林・姜 ₂₀₀₇，呉・金 ₂₀₀₉，尹・南 ₂₀₁₄；₂₀₁₅；₂₀₁₆，斉藤 ₂₀₂₀）。その中
でも，日本人が，韓国に対して持つイメージだけではなく，そのようなイメージを持つよう

 ₁ 広島修道大学では，科目名として「韓国・朝鮮語」を用いるが，本研究では省略して「韓国語」と
言う。

 ₂ 金沢大学では，アンケート調査を行なった₂₀₁₃年に，科目名として「朝鮮語」を使用していたが，
本研究では統一して「韓国語」を使用する。

 ₃ 金沢大学における用語である。金沢大学においては，中級学習者は調査対象にしていなかった。
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になったイメージ形成の要素までを調査したのは，生越（₂₀₀₆；₂₀₁₉）と尹・南（₂₀₁₄；
₂₀₁₅；₂₀₁₆）である。
　特に，本研究との関連性が高い生越（₂₀₁₉）では，韓国語の学習経験がある日本の大学生₄ 

を対象に₂₀₀₃年と₂₀₁₈年に実施したアンケート調査の結果を比較している（cf.生越 ₂₀₀₆）。
その比較により，₂₀₀₃年に比べて₂₀₁₈年は，音楽を中心とした韓国のサブカルチャーが韓国
のイメージ形成に大きく影響を与えていること，₂₀₀₃年と₂₀₁₈年ともに，領土問題や歴史問
題もイメージ形成に大きく影響していることが明らかになった。また，男性と女性の比較を
通して，女性はサブカルチャーや韓国製品の影響度が高く，男性は歴史問題や新聞報道など，
マスコミや SNSで流される情報に影響されやすいことを明らかにした。生越（₂₀₁₉）の調査
対象者は，全て韓国語学習者であり，韓国語非学習者に対する調査は行っていない。本研究
では，韓国語非学習者の韓国及び韓国人に対するイメージとそのイメージ形成要素について
も分析する。
　尹・南（₂₀₁₄；₂₀₁₅；₂₀₁₆）では，日本人が韓国及び韓国人に対して持つイメージについ
て，関心度や好感度，そして具体的イメージの例及びイメージ形成要素を，韓国語学習者と
韓国語非学習者の比較を中心に調査・分析した。尹・南（₂₀₁₄；₂₀₁₅；₂₀₁₆）は，韓国語非
学習者より韓国語学習者の方が，韓国及び韓国人に対する関心や好感を持っていることを確
認した。また，イメージ形成の要素については，韓国語非学習者及び韓国・韓国人に対する
関心度や好感度が低いグループはメディアなどの限られた要素から，韓国語学習者及び韓国・
韓国人に対する関心度・好感度が高いグループの方はより様々な要素から影響を受けている
ことを明らかにした。尹・南（₂₀₁₄）では，韓国語学習者を初級韓国語学習者に限定して調
査を行ったが，本研究では，初級学習者に加え中級学習者も調査対象者にし，学習期間やレ
ベルによる学習者間の比較も行う。

3.　調　査　方　法

3.1.　調査方法

　₂₀₂₀年 ₁ 月₅ に，広島修道大学の₂₀₁₉年度後期授業で，主に ₁年生向けに開講される『韓
国・朝鮮語Ⅱ・Ⅳ』『中国語Ⅱ・Ⅳ』『フランス語Ⅱ・Ⅳ』₆ と， ₂年生以上が履修できる『言

 ₄ 韓国語を教養科目として履修したことがある学生である。
 ₅ 広島修道大学の後期授業は大体₁月末まで行われる。そのため，本研究の初級学習者の韓国語学習歴は

前期₁₅週に加え，後期₁₀週以上になる。 ₁週につき ₂コマずつ授業が行われる。 ₁コマは₉₀分である。
 ₆ 広島修道大学には，英語以外の初修外国語科目として「韓国・朝鮮語」「中国語」「フランス語」「ド
イツ語」「スペイン語」が開講され，またそれぞれの外国語に関連する授業がある。本研究では，韓
国語非学習者として，アジア圏言語である中国語履修者とヨーロッパ圏言語であるフランス語履修
者を調査対象者にした。なお，これらの科目について，学部によって卒業必修単位は異なる。
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語と文化Ⅱ・Ⅳ（韓国・朝鮮）』₇ を履修する学生を調査対象者に，「韓国・韓国人に対するイ
メージに対する意識調査」というタイトルでアンケート調査を行った。アンケート調査は，各
科目の授業時間を利用して，担当教員の立ち合いの下で，無記名形式で行われた。アンケー
トに対する回答は，選択式及び記述式で構成される。

3.2.　調査対象者

　本研究の調査対象者は，₂₀₁₉年度広島修道大学の外国語科目（上記₃.₁.調査方法参考）を
履修した学生である。表 ₁は，調査対象者のグループごとの特性を表すものである。
　『韓国・朝鮮語Ⅱ・Ⅳ』の履修者を「初級学習者」，『中国語Ⅱ・Ⅳ』『フランス語Ⅱ・Ⅳ』
の履修者を「非学習者」『言語と文化Ⅱ・Ⅳ（韓国・朝鮮）』の履修者を「中級学習者」のよ
うに区別した。調査対象者のうち，有効な回答をしたのは，男性₁₁₁名と女性₁₂₆名の合計₂₃₇
名である。グループ別有効回答者数は，初級学習者が₈₃名（男性：₃₂名，女性：₅₁名），非学
習者が₁₀₆名（男性：₇₄名，女性：₃₂名），中級学習者が₄₈名（男性： ₅名，女性₄₃名）であ
る。

 ₇ 『言語と文化』科目は，それぞれ関連する初修外国語科目の ₄単位を取得している学生のみが履修
できる科目である。

 ₈ 人間環境学部は，₂₀₂₀年度から卒業必修科目に初修外国語科目が加わったが，本アンケート調査が
行われた₂₀₁₉年度の時点では，卒業必須科目に初修外国語科目は含まれていなかった。

表 1　調査対象者の特性

区分 中級学習者 初級学習者 非学習者 計

性別 男 女 男 女 男 女 男 女

性別人数（名） ₅ ₄₃ ₃₂ ₅₁ ₁₂₆ ₃₂ ₁₁₁ ₁₂₆

総人数（名） ₄₈ ₈₃ ₁₀₆ ₂₃₇

年齢（歳） ₁₉.₉ ₁₈.₈ ₁₈.₈ ₁₉.₁

出身地（％） 広島県（₇₇.₀₈）
島根県（₁₂.₅₀）
山口県（₆.₂₅）
その他（₄.₁₇）

広島県（₆₈.₆₇）
山口県（₁₂.₀₅）
島根県（₇.₂₃）
その他（₁₂.₀₅）

広島県（₆₉.₄₄）
山口県（₇.₄₁）
島根県（₆.₄₈）
その他（₁₄.₈₁）

広島県（₇₁.₃₁）
山口県（₈.₈₆）
島根県（₈.₀₂）
その他（₁₁.₈₁）

専攻（％） 　人文（₄₁.₆₇）
健康科（₃₁.₂₅）
　　商（₁₆.₆₇）
　経済（₈.₃₃）
　　法（₂.₀₈）

　人文（₄₅.₇₈）
　　法（₂₇.₇₁）
健康科（₂₄.₁₀）
　　商（₂.₄₁）

　　法（₂₆.₈₅）
　　商（₂₀.₃₇）
健康科（₁₉.₄₄）
　経済（₁₅.₇₄）
　人文（₁₄.₈₁）
　人環₈（₀.₉₃）

　人文（₃₁.₂₂）
健康科（₂₃.₆₃）
　　法（₂₂.₃₆）
　　商（₁₃.₅₀）
　経済（₈.₈₆）
　人環（₀.₄₂）

※人文：人文学部，法：法学部，健康科：健康科学部，商：商学部，経済：経済科学部，人環：人間環境学部
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　調査対象者の平均年齢は，₁₉.₁歳（中級学習者：₁₉.₉歳，初級学習者：₁₈.₈歳，非学習者：
₁₈.₈歳）である。調査対象者の出身地を見ると，広島修道大学の所在地である広島県が
₇₁.₃₁％（中級学習者：₇₇.₀₈％，初級学習者：₆₈.₆₇％，非学習者：₆₉.₄₄％）で圧倒的に多
い。次に同じく中国地方の山口県と島根県がそれぞれ₈.₈₆％（中級学習者：₆.₂₅％，初級学
習者：₁₂.₀₅％，非学習者：₆.₄₈％）と₈.₀₂％（中級学習者：₁₂.₅₀％，初級学習者：₇.₂₃％，
非学習者：₆.₄₈％）でほぼ同じである。
　専攻は，学習者グループでは人文学部（中級：₄₁.₆₇％，初級：₄₅.₇₈％），健康科学部（中
級₃₁.₂₅％，初級：₂₄.₁₀％），法学部（初級：₂₇.₇₁％）が多く，非学習者グループでは，法
学部（₂₆.₈₅％）と商学部（₂₀.₃₇％），健康科学部（₁₉.₄₄％）が約₆₇％に及ぶ。グループ別
にやや異なるが，全体的に人文学部が₃₁.₂₂％で一番多く，次に健康科学部₂₃.₆₃％，法学部
₂₃.₆₃％の順である。

4.　結果及び考察

4.1.　韓国・韓国人に対する関心度

　ここでは，日本人大学生が，韓国・韓国人に対して，どれほど関心があるのか（ないのか）
について，その調査結果を分析する。
　まず，今回（₂₀₂₀年）広島修道大学の学生を対象に行った調査結果について，学習程度（韓
国語中級学習者，韓国語初級学習者，韓国語非学習者）別に考察する。次に，上記₂₀₂₀年の
結果と，筆者が₂₀₁₃年に金沢大学の学生を対象に実施した調査の結果を，調査時期や調査対
象者の属性（韓国語学習者と韓国語非学習者，男性と女性）別に分析する。最後に，同じく
広島修道大学における韓国語学習者を調査対象に，₂₀₀₅年に実施された林・姜（₂₀₀₇）の調
査結果と，上記₂₀₂₀年の結果について調査時期を中心に考察する。

（1）学習程度別比較

　表 ₂及び図 ₁は，韓国及び韓国人に対する関心度について，それぞれ，中級学習者，初級

表 2　韓国語の学習程度別韓国・韓国人に対する関心度　　※単位：％（名）

中級学習者 初級学習者 非学習者 合計
大変関心有 ₃₉.₅₈（₁₉） ₃₃.₇₃（₂₈）  ₀.₉₄（₁） ₁₂.₆₆（₃₀）
まあまあ関心有 ₅₂.₀₈（₂₅） ₄₃.₃₇（₃₆） ₃₇.₇₄（₄₀） ₄₂.₆₂（₁₀₁）
どちらでもない  ₆.₂₅（₃） ₁₃.₂₅（₁₁） ₂₉.₂₅（₃₁） ₁₈.₉₉（₄₅）
あまり関心無  ₂.₀₈（₁）  ₇.₂₃（₆） ₁₆.₉₈（₁₈） ₁₀.₅₅（₂₅）
全然関心無  ₀.₀₀（₀）  ₂.₄₁（₂） ₁₅.₀₉（₁₆）  ₇.₅₉（₁₈）
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学習者，非学習者の結果を表とグラフで表したものである。
　全体的に，「大変関心がある」と答えた人が₁₂.₆₆％と「まあまあ関心がある」と答えた人
が₄₂.₆₂％で，調査対象者の半分以上（約₅₅％）が，韓国及び韓国人に関心があることが分
かった。「どちらでもない」が₁₈.₉₉％，「あまり関心がない」が₁₀.₅₅％，「全然関心がない」
が₇.₅₉％であるが，韓国及び韓国人に関心がない人の割合は全体の約₁₈％に過ぎなく，どち
らかと言えば，日本人の大学生は，韓国及び韓国人に関心があることが明らかになった。
　韓国語学習程度別グループの結果を見ると，それぞれ，「大変関心がある」と「関心があ
る」と答えた人の割合は，中級学習者（₃₉.₅₈％＋₅₂.₀₈％＝₉₁.₆₆％），初級学習者
（₃₃.₇₃％＋₄₃.₃₇％＝₇₇.₁％），非学習者（₀.₉₄％＋₃₇.₇₄％＝₃₈.₆₈％）の順である。中級学
習者と非学習者の韓国及び韓国人に関する関心度の差は約₅₃ポイント，初級学習者と非学習
者の差は約₃₈ポイントで，韓国語学習者と非学習者の差は非常に大きい。元々韓国や韓国人
に関心を持っていた人が学習を始め，学習を続けることによってさらに関心度が上がったも
のと考えられる。
　中級学習者については，性別構成が他のグループと異なり女性の割合が約₉₀％である。性
別に関しては後で考察するが，韓国語学習者における女性だけの回答をここで簡単に示して
おきたい。女性の中級学習者は「大変関心がある（₄₁.₈₆％）」，「関心がある（₅₁.₁₆％）」で，
初級学習者の「大変関心がある（₃₉.₂₂％）」と「関心がある（₄₇.₀₆％）」の回答より，どち
らもその割合が高いことが確認できる。

（2）調査時期と調査対象者の属性別結果

　筆者は，₂₀₁₃年に金沢大学の学生₉ を対象に，本研究で用いたアンケート調査を実施した。

 ₉ 調査対象者は，₂₀₁₃年度前期初習言語（朝鮮語・中国語・フランス語・ドイツ語）の日本人履修者
である。各言語科目の履修者のほとんどは ₁ 年生であり，出身は金沢大学の所在地である石川県
（₂₉.₄₉％），福井県（₁₃.₅₉％），富山県（₁₃.₃₃％）である。本研究の調査対象者と同じく韓国語を
専攻としない，つまり教養科目として履修している学生である。
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大変関心有 まあまあ関心有 どちらでもない あまり関心無 全然関心無

中級学習者 初級学習者 非学習者 合計

図 1　韓国語の学習程度別韓国・韓国人に対する関心度　　※単位：％
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ここでは，₂₀₁₃年の調査結果と今回の調査結果を比較する。その際，学習者間及び非学習者
間における性別による結果も比較する。₂₀₁₃年の調査では，韓国語中級学習者は調査対象者
にしていないため，韓国語学習者間の比較は，₂₀₁₃年と₂₀₂₀年の韓国語初級学習者の結果に
より行う。非学習者についても，₂₀₁₃年と₂₀₂₀年の調査対象者を合わせるため，それぞれ，
初級外国語の中国語とフランス語履修者にする。表 ₃と図 ₂は，₂₀₁₃年と₂₀₂₀年の調査結果
をそれぞれ表とグラフで表したものである。

表 3　調査時期及び調査対象者の属性別韓国・韓国人に対する関心度　　※単位：％

学習別 学習者（初級） 非学習者

年度 ₂₀₁₃ ₂₀₂₀ ₂₀₁₃ ₂₀₂₀

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

大変関心有
₇.₄₁ ₄₀.₀₀ ₂₅.₀₀ ₃₉.₂₂ ₅.₁₀ ₉.₆₂ ₁.₃₅ ₀.₀₀

₂₆.₈₇ ₃₃.₇₃ ₇.₄₃ ₀.₉₄

まあまあ関心有
₅₉.₂₆ ₄₇.₅₀ ₃₇.₅₀ ₄₇.₀₆ ₃₀.₆₁ ₃₆.₅₄ ₃₅.₁₄ ₄₃.₇₅

₅₂.₂₄ ₄₃.₃₇ ₃₃.₆₆ ₃₇.₇₄

どちらでもない
₁₈.₅₂ ₁₀.₀₀ ₂₁.₈₈ ₇.₈₄ ₃₁.₆₃ ₃₈.₄₆ ₂₅.₆₈ ₃₇.₅₀

₁₃.₄₃ ₁₃.₂₅ ₃₅.₁₅ ₂₉.₂₅

関心無
₇.₄₁ ₂.₅₀ ₉.₃₈ ₅.₈₈ ₂₂.₄₅ ₁₁.₅₄ ₂₁.₆₂ ₆.₂₅

₄.₄₈ ₇.₂₃ ₁₆.₈₃ ₁₆.₉₈

全然関心無
₇.₄₁ ₀.₀₀ ₆.₂₅ ₀.₀₀ ₁₀.₂₀ ₃.₈₅ ₁₆.₂₂ ₁₂.₅₀

₂.₉₉ ₂.₄₁ ₆.₉₃ ₁₅.₀₉

　₂₀₁₃年と₂₀₂₀年の学習者の結果を見ると，「（大変）関心がある」と答えた人は，₂₀₁₃年に
比べ₂₀₂₀年で男女ともに若干減ったが（男性：約 ₄ポイント，女性：約 ₁ポイント），ほとん
ど同じである。₂₀₁₃年と₂₀₂₀年の男性と女性を比べると₁₀，両方ともに，男性より女性の回
答が約₂₀ポイント多い。「大変関心がある」と「関心がある」を詳しく見ると，女性グループ
の回答は，両方の回答において，₂₀₁₃年（大変関心がある：₄₀％，関心がある：₄₇.₅％）の
結果と₂₀₂₀年（大変関心がある：₃₇.₉₂％，関心がある：₄₇.₀₆％）の結果がほぼ同じである。
一方，₂₀₁₃年と₂₀₂₀年の男性の「大変関心がある」の回答を比較すると，₂₀₁₃年は₇.₄₁％で
あったが₂₀₂₀年は₂₅％で，約₁₈ポイント増えたことが目立つ。
　「（全然）関心がない」の回答においても，全体的に₁₀％以下で，₂₀₁₃年と₂₀₂₀年で大きな
差は見られない。男女別に見ると，女性より男性の方が約₁₀ポイント多いが，「（大変）関心

₁₀ ₂₀₁₃年の性別による比較の結果は，尹・南（₂₀₁₄；₂₀₁₅；₂₀₁₆）にあるのでここでは省略する。
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がある」の回答の差の半分程度である。
　非学習者の結果を調査時期や男女別に見ると，男女ともに₂₀₁₃年と₂₀₂₀年の調査結果に大
きな違いはない。男性の「（大変）関心がある」の回答は，₂₀₁₃年に比べ₂₀₂₀年で若干増え
（約 ₁ポイント），女性は若干（₃ポイント）減ったが，全体的に学習者グループと同じく，男
性より女性の方が韓国・韓国人に関心があると答えた。₂₀₂₀年の男女の差は，学習者グルー
プの男女の差よりは大きくない（約 ₇ポイント）。「（全然）関心がない」の回答において，男
性非学習者の回答は，「（大変）関心がある」の回答とほぼ同じであるが，他のグループとは
異なる点である。女性の「（全然）関心がない」の回答は学習者グループと同じく，「（大変）
関心がある」に比べて少ない（約₂₅ポイント）。
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図 2　調査時期及び調査対象者の属性別韓国・韓国人に対する関心度
※単位：％，関心有（大変関心がある＋関心がある），関心無（全然関心ない＋関心ない），ど
ちら（どちらでもない）
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（3）広島修道大学における初級学習者の調査時期別比較

　林・姜（₂₀₀₇）では，₂₀₀₅年₁₂月₁₁ に，本研究の調査対象者と同じく広島修道大学の「韓
国・朝鮮語Ⅳ」履修者を調査対象に，韓国語学習者の意識及び認識に関するアンケート調査
を行った。本調査が行われた₂₀₂₀年の₁₅年前になるが₁₂，同じ大学において，同じ授業を履
修する学生を調査対象者にしているので，本調査の結果と比較するための貴重な資料である。
　図 ₃は，広島修道大学における韓国語学習者（初級）の，韓国及び韓国人に対する関心度
を表したものである。

＜2005年＞           ＜2020年＞ 
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全然関心がない

3%

図 3　韓国語初級学習者の韓国及び韓国人に対する関心度
（左：2005年調査（林・姜（2007）より，右：2020年調査（本研究））

　₂₀₀₅年の調査結果は，「とても関心がある」₁₃ ₁₇％，「ある程度関心がある」₅₈％，「どちら
とも言えない」₁₈％，「あまり関心がない」₅％，「まったく関心がない」₂％である。「とて
も関心がある」と「関心がある」を合わせると，₇₅％の学習者（初級）が韓国及び韓国人に
関心を持っていることが分かる。
　一方，₂₀₂₀年の結果は，「大変関心がある」₃₄％，「まあまあ関心がある」₄₃％，「どちらで
もない」₁₃％，「あまり関心がない」 ₇％，「全然関心がない」 ₂％である。「大変関心がある」
と「まあまあ関心がある」の回答を合わせると₇₇％で，₂₀₀₅年の初級学習者とほとんど同じで
約 ₂ポイント増加した。ところが，関心度の一番高い「とても関心がある」と「大変関心があ
る」の回答を比較すると，₂₀₀₅年₁₇％と₂₀₂₀年₃₄％で，ちょうど ₂倍増加したことが分かる。
　広島修道大学において，₂₀₀₅年に比べて₂₀₂₀年現在の韓国語履修者は著しく増えている₁₄。

₁₁ 調査時期を見ると，本研究の調査対象者（初級）と同じく，大学での韓国語学習者歴は，前期授業
の₁₅週（₁週 ₂コマ， ₁コマ₉₀分）と後期授業の ₈週以上になると考えられる。

₁₂ 年度では₁₄年前になる。
₁₃ 林・姜（₂₀₀₇）で用いられた表現をそのまま引用した。
₁₄ 広島修道大学の初修外国語科目である「韓国・朝鮮語Ⅰ～Ⅳ」の₂₀₀₅年度のクラス数は₄₈クラスで
あったが，₂₀₁₉年度のクラス数は₆₈クラスである。
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広島修道大学の韓国語授業は，担当教員は変わったものの，その内容は形式において₂₀₀₅年
と₂₀₂₀年で異なる点はない。₂₀₀₅年の学習者に比べ，₂₀₂₀年の学習者の方が，大学入学前か
ら韓国に関心を持っていて，韓国語を履修することになったケースが多くなったと考えられ
る。韓国語履修者が増えたことについても同じ理由で説明できるのであろう。また，林・姜
（₂₀₀₇）では，学習者の性別による調査は行っていないため確かではないが，今回（₂₀₂₀年）
の結果から，おそらく「大変関心がある」と答えた男性学習者が増加したのがその原因の一
つであると考えられる。

4.2.　韓国・韓国人に対する好感度とイメージ形成要素

4.2.1.　韓国に対する好感度とイメージ形成要素

（1）学習程度別比較

　韓国や韓国人に関心があることが，韓国に対して好感を持つことに繋がるとは必ずしも言
えない。ここでは，「韓国」という国に対する好感度について，韓国語学習者と非学習者の結
果を比較する。さらに，韓国に対して好感を持つ，または持たないといったイメージを持つ
ようになった要因について，その形成要素を分析する。
　表 ₄及び図 ₄は，日本人大学生の韓国に対する好感度を，韓国語学習者（初級・中級）と

表 4　韓国語の学習程度別韓国に対する好感度　　※単位：％（名）

中級学習者 初級学習者 非学習者 合計

とても良い ₁₄.₅₈（₇） ₁₆.₈₇（₁₄）  ₁.₈₉（₂）  ₉.₇₀（₂₃）

良い ₅₄.₁₇（₂₆） ₃₇.₃₅（₃₁） ₁₈.₈₇（₂₀） ₃₂.₄₉（₇₇）

どちらでもない ₂₉.₁₇（₁₄） ₃₆.₁₄（₃₀） ₄₉.₀₆（₅₂） ₄₀.₅₁（₉₆）

悪い  ₂.₀₈（₁）  ₇.₂₃（₆） ₂₃.₅₈（₂₅） ₁₃.₅₀（₃₂）

かなり悪い  ₀.₀₀（₀）  ₂.₄₁（₂）  ₆.₆₀（₇）  ₃.₈₀（₉）
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図 4　韓国語の学習程度別韓国に対する好感度　　※単位：％
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韓国語非学習者別に表とグラフで示したものである。
　韓国に対する好感度について，中級学習者は，「とても良い」₁₄.₅₈％，「良い」₅₄.₁₇％，
「どちらでもない」₂₉.₁₇％，「悪い」₂.₀₈％で，「かなり悪い」と答えた人は一人もいなかっ
た。初級学習者は，「とても良い」₁₆.₈₇％，「良い」₃₇.₃₅％，「どちらでもない」₃₆.₁₄％，
「悪い」₇.₂₃％，「かなり悪い」₂.₄₁％であった。非学習者は，「とても良い」₁.₈₉％，「良い」
₁₈.₈₇％，「どちらでもない」₄₉.₀₆％，「悪い」₂₃.₅₈％，「かなり悪い」₆.₆₀％であった。全
体的には，「とても良い」₉.₇₀％，「良い」₃₂.₄₉％，「どちらでもない」₄₀.₅₁％，「悪い」
₁₃.₅₀％，「かなり悪い」₃.₈₀％であった。
　「とても良い」と「良い」の答えを合わせた結果を見ると，割合が高い方から，中級学習者
（₆₈.₇₅％），初級学習者（₅₄.₂₂％），非学習者（₂₀.₇₆％）の順である。中級学習者と初級学
習者は，どちらも半分以上が，韓国に対して良いイメージを持っているが，非学習者は約 ₂
割が良いイメージを持っていて，学習者との差（中級と約₄₈ポイント，初級と約₃₃ポイント）
が大きい。
　「悪い」と「かなり悪い」を合わせた回答は，非学習者（₃₀.₁₈％），初級学習者（₉.₆₄％），
中級学習者（₂.₀₈％）の順である。非学習者は，約 ₃割の人が，韓国に対して悪いイメージ
を持っていて，学習者で悪いイメージを持っている人は ₁割以下である。学習者と非学習者
間の差は，非学習者と中級学習者で約₂₈ポイントと非学習者と初級学習者で約₂₁ポイントで
あるが，良いイメージの割合の差より少ない。韓国語学習者は，韓国に対して良いイメージ
を持っている人が悪いイメージを持っている人よりかなり多く，韓国語学習者は韓国に対し
て好感を持っていると言える。一方，非学習者は，約半分くらいの人はどちらでもないが，
残り半分の人の中に，良いイメージと悪いイメージを持っている人がいて，悪いイメージを
持っている人が若干多い。
　上記結果から，従来の研究で明らかにされてきたように，韓国語の学習経験の有無が韓国
に対するイメージ形成に大きく影響することが，本研究でも確認された。以下では，韓国語
学習経験の有無に加え，より具体的にどのような要素が韓国に対するイメージを形成するの
かを見てみる。韓国の伝統文化や料理など各項目が，調査対象者の韓国・韓国人に対するイ
メージ形成にどのくらい影響を与えているのか，それぞれ「大（₃）」「中（₂）」「小（₁）」「無
（₀）」にチェックしてもらい数値化した。図 ₅は，韓国語の学習程度別韓国に対する好感度と
イメージ形成要素をグラフに表したものである。
　中級学習者と初級学習者は，大体同じ傾向である。全体的に非学習者に比べて様々な要素
から影響を大きく与えられていることが分かる。その中でも，「料理」「映画やドラマ」
「K-POP」「大学での教育」「韓国人教員」の項目が₂.₅点に近く，かなり大きく影響されてい
た。中級学習者と初級学習者でやや差が見られるのは，「旅行」である。中級学習者の中に
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は，韓国に旅行に行った人が多く，現地で実際の韓国・韓国人に接した経験が，韓国に対し
て好感を持つことに繋がったと考えられる。
　非学習者は，ほとんどの項目において，学習者より影響されていないと答えたが，「過去の
日韓関係」「領土問題」「在日韓国・朝鮮人」「日本と北朝鮮の関係」において，学習者より大
きく影響されていることが明らかになった。学習者と非学習者ともに，日本の新聞や雑誌，
テレビニュースや情報番組などメディアを，韓国に対するイメージ形成要素にしているが，
このようなメディアから得る内容が異なっている可能性がある。
　図 ₆は，韓国に対する好感度とそのイメージ形成要素の相関関係をグラフで表したもので
ある。
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図 6　韓国に対する好感度とイメージ形成要素

　韓国に対して（大変）良いイメージを持っている人は，（大変）悪いイメージを持っている
人より「伝統文化」「料理」「映画やドラマ」「K-POP」「「旅行」「「語学研修・留学」「韓国人
教員」「韓国人知り合い」「韓国人留学生」「韓国製商品」から大きく影響されている。反対に
（大変）悪いイメージを持っている人は，（大変）良いイメージを持っている人に比べ，「芸能
人・スポーツ選手」「日本の新聞・雑誌」「日本のテレビニュースや情報番組」「ネット上の情
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図 5　韓国語の学習程度別韓国に対する好感度とイメージ形成要素
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報」「韓国人観光客」「現在の韓国経済」「過去の日韓関係」「領土問題」「韓国と北朝鮮の関
係」「日本と北朝鮮の関係」からより多く影響されている。

（2）調査時期及び地域別調査結果

　日本と韓国の民間団体（日本：言論NPO，韓国：東アジア研究院（EAI））は，₂₀₁₃年から
共同で相手国（日本と韓国）に対する好感度を調査し発表している。₂₀₁₃年度以降のデータ
を見ると，両国に対する好感度は，政治的関係やイベントなどによって毎年変わっていた₁₅。
本研究のアンケート調査時期と同じ年である₂₀₂₀年 ₉ 月から₁₀月にかけて実施した世論調査
の結果が₂₀₂₀年₁₀月₁₅日に発表された。相手国（日本と韓国）に対する印象について，韓国
に対する日本の世論は「良い」と「どちらかといえば良い」が₂₅.₉％（₂₀₁₃年：₃₁.₁％），
「良くない」と「どちらかといえば良くない」が₄₆.₃％（₂₀₁₃年：₃₇.₃％）であった₁₆。言論
NPOと東アジア研究院（EAI）の₂₀₁₃年と₂₀₂₀年の調査結果を比べると，韓国に対して良い
イメージを持つ日本人の割合は減り，悪いイメージを持つ日本人の割合は増えている。では，
本研究における₂₀₂₀年と₂₀₁₃年の調査結果はどうであろうか。
　韓国に対する好感度について，調査時期や調査対象者の属性別結果表（表₅）とグラフ（図

表 5　調査対象者の属性別韓国に対する好感度（2013/2020）　　※単位：％

学習別 学習者（初級） 非学習者
年度 ₂₀₁₃ ₂₀₂₀ ₂₀₁₃ ₂₀₂₀

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

とても良い
₀.₀₀ ₁₂.₅₀ ₁₅.₆₃ ₁₇.₆₅ ₁.₀₂ ₃.₈₅ ₂.₇₀ ₀.₀₀

₇.₄₆ ₁₆.₈₇ ₂.₄₈ ₁.₈₉

良い
₅₅.₅₆ ₅₂.₅₀ ₃₁.₂₅ ₄₁.₁₈ ₁₇.₃₅ ₃₉.₄₂ ₁₄.₈₆ ₂₈.₁₃

₅₃.₇₃ ₃₇.₃₅ ₂₈.₇₁ ₁₈.₈₇

どちらでもない
₂₉.₆₃ ₃₂.₅₀ ₃₇.₅₀ ₃₅.₂₉ ₅₈.₁₆ ₅₁.₉₂ ₄₅.₉₅ ₅₆.₂₅

₃₁.₃₄ ₃₆.₁₄ ₅₄.₉₅ ₄₉.₀₆

悪い
₇.₄₁ ₂.₅₀ ₉.₃₈ ₅.₈₈ ₁₃.₂₇ ₂.₈₈ ₂₇.₀₃ ₁₅.₆₃

₄.₄₈ ₇.₂₃ ₇.₉₂ ₂₃.₅₈

かなり悪い
₇.₄₁ ₀.₀₀ ₆.₂₅ ₀.₀₀ ₁₀.₂₀ ₁.₉₂ ₉.₄₆ ₀.₀₀

₂.₉₉ ₂.₄₁ ₅.₉₄ ₆.₆₀

₁₅ 日本人が韓国に対してよいイメージを持つ割合は，₂₀₁₃年：₃₁.₁％，₂₀₁₄年：₂₀.₅％，₂₀₁₅年：
₂₃.₈％，₂₀₁₆年：₂₉.₁％，₂₀₁₇年：₂₆.₉％，₂₀₁₈年：₂₂.₉％，₂₀₁₉年：₂₀.₀％，₂₀₂₀年：₂₅.₉％で
ある。日本人が韓国に対して悪いイメージを持つ割合は，₂₀₁₃年：₃₇.₃％，₂₀₁₄年：₅₄.₄％，₂₀₁₅
年：₅₂.₄％，₂₀₁₆ 年：₄₄.₆％，₂₀₁₇ 年：₄₈.₆％，₂₀₁₈ 年：₄₆.₃％，₂₀₁₉ 年：₄₉.₉％，₂₀₂₀ 年：
₄₆.₃％である。出所：韓国 東アジア研究院（EAI）ホームページ（www.eai.or.kr）

₁₆ 出所：韓国 東アジア研究院（EAI）ホームページ（www.eai.or.kr）
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₇）で表した。
　₂₀₁₃年と₂₀₂₀年の学習者グループを見ると，韓国に対する好感度（「とても良い」＋「良い」）
は，₂₀₁₃年₆₁.₁₉％，₂₀₂₀年₅₄.₂₂％である。₂₀₁₃年に比べ，₂₀₂₀年の方が約 ₇ポイント少な
い。ところが，「とても良い」の回答だけを見ると，₂₀₂₀年（₁₆.₈₇％）の方が₂₀₁₃年より
（₇.₄₆％）約 ₉ポイント多い。この結果は，生越（₂₀₁₉）と同じであり，₂₀₀₃年の学習者より
₂₀₁₈年の学習者の方が，「（とても）良い」イメージを持っている割合は少ないが，「とても良
い」だけをみると，₂₀₀₃年より₂₀₁₈年の学習者の回答がより多い。なお，生越（₂₀₁₉）の₂₀₁₈
年の調査結果は，本研究の結果とその数値において少し異なる。男性学習者は，「とても良
い」が₁₀.₉％，「良い」が₂₅.₈％で，それぞれ本研究の結果よりそれぞれ約 ₅ポイントと₁₆ポ
イント少ない。本研究では，特に，男性は，₂₀₁₃年には「とても良い」と答えた人が一人も
いなかったのに対し，₂₀₂₀年には₁₅.₆₃％の人が，韓国に対するイメージが「とても良い」と
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図 7　調査時期及び調査対象者の属性別韓国に対する好感度
※単位：％，良い（とても良い＋良い），悪い（かなり悪い＋悪い），どちら（どちらでもない）
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答えた。「（かなり）悪い」は，₂₀₁₃年（₇.₄₇％）に比べ₂₀₂₀年（₉.₆₄％）で若干増えている
が，いずれも全体の₁₀％以下である。
　₂₀₂₀年の学習者グループの男女を比較すると，関心度と同じ傾向であり，男性（₄₆.₈₈％）
に比べ女性（₅₈.₈₃％）の方が（大変）良いイメージを持っていることが分かる。ところが，
その差（約 ₉ポイント）は，上記の関心度の差に比べてそれほど大きくない。「（かなり）悪
い」は，男性（₁₅.₆₃％）に比べ女性（₅.₈₈％）の方が約₁₀ポイント少ない。特に女性は，「か
なり悪い」と答えた人が一人もいなかったが，これは₂₀₁₃年の結果と同じである。
　₂₀₁₃年と₂₀₂₀年の非学習者グループを見ると，「（とても）良い」の回答は，₂₀₁₃年₃₁.₁₉％，
₂₀₂₀年₂₀.₇₆％で，約₁₀ポイント減った。男性の回答（₂₀₂₀年：₁₇.₅₆％，₂₀₁₃年：₁₈.₃₇％）
はほとんど同じであるが，女性は₂₀₂₀年₂₈.₁₃％，₂₀₁₃年₄₃.₂₇％で約₁₅ポイント減少した。
女性の方が減少幅は大きいが，それでも男性より約₁₁ポイント多い。₂₀₂₀年の「（かなり）悪
い」は，男性（₃₆.₄₉％）に比べ女性（₁₅.₆₃％）の方が約₂₁ポイント少ない。「（かなり）悪
い」に一番多く回答したのは，男性非学習者グループで，女性非学習者グループの回答率は
男性学習者グループの回答率まったく同じである。韓国語学習の経験と同様，性別も韓国に
対する好感度に影響していると考えられる。
　図 ₈は，韓国語学習者の調査時期別イメージ形成要素をグラフで表したものである。
　₂₀₁₃年の学習者に比べ，₂₀₂₀年の学習者がより多く影響を受けたと答えたイメージ形成要
素項目は，「K-POP」「旅行」「語学研修及び留学」「SNS」「大学での教育」「韓国人教員」「韓
国人観光客」「韓国製商品」などである。好きなK-POPアーティストや旅行・留学先で出会っ
たり，SNSで繋がっていたりする韓国人などとの民間レベルでの交流が，韓国に対して「と
ても良い」イメージを持つようになったと考えられる。ところが，「韓国人教員」について，
本研究では，調査時期が早い₂₀₁₃年より₂₀₂₀年の方がより多く影響されているように見える
が，生越（₂₀₁₉）では，₂₀₁₈年より₂₀₀₃年の方がより大きく影響されている。これは，調査
時期による差も関係しているのであろう。このような項目については，学習経験や調査時期

0.00
0.50
1.00
1.50
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2.50
3.00

2020学習 2013学習

図 8　韓国語学習者の調査時期別イメージ形成要素
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に加え，調査対象者が在籍する大学の状況などによっても異なると考えられる。
　一方，「日本の新聞」「日本のテレビニュースや情報番組」「過去の日韓関係」「領土問題」
といった項目では，₂₀₂₀年より₂₀₁₃年の学習者がより多く影響されていると答えた。
　図 ₉は，学習者の性別とイメージ形成要素の相関関係をグラフで表したものである。
　ほとんどの項目において，男性より女性の方が大きく影響されていると答えた。男女の差
が目立つ項目は，「料理」「映画やドラマ」「K-POP」「芸能人・スポーツ選手」「SNS」「韓国
人教員」「韓国製商品」「日本と北朝鮮の関係」であるが，「日本と北朝鮮の関係」だけは男性
の方が大きく影響されたと答えた。また，男性の方が若干多かった項目は「日本のテレビ
ニュースや情報番組」「過去の日韓関係」「領土問題」「韓国と北朝鮮の関係」「日本と北朝鮮
との関係」などであった。このような結果は，生越（₂₀₁₉）の結果と同じであり，本研究に
おいてもその結果が検証されたと言える。ただし，本研究では，男女間で少し差はあるもの
の大体似たような傾向を表しているが，生越（₂₀₁₉）の結果では，男女の差がより激しく，
項目別影響度においても男女の差が見られた。
　図₁₀は，韓国語非学習者の韓国・韓国人に対するイメージ形成要素を調査時期別に表した
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図 9　韓国語学習者の性別別イメージ形成要素

0.00
0.50
1.00
1.50
2.00
2.50
3.00

2020非学習 2013非学習

図10　韓国語非学習者の調査時期別イメージ形成要素
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ものである。
　学習者の結果に比べて，調査時期による変化は目立たず，大体同じ傾向であることが分か
る。₂₀₂₀年に比べ，₂₀₁₃年の回答が，ほとんどの項目で多いが，特に「伝統文化」「映画やド
ラマ」「日本の新聞・雑誌」「大学での教育」「韓国企業の活動」「韓国と北朝鮮の関係」にお
ける差が若干目立つ。一方，「旅行」「SNS」「韓国人観光客」では若干₂₀₂₀年の方が若干多
い。韓国及び韓国人に対するイメージ形成要素において，学習者グループでは調査時期によ
る違いがあったのに対し，非学習者グループではそれほど目立つ違いは見られなかった。
　図₁₁は，非学習者の調査時期別イメージ形成要素をグラフで表したものである。
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図11　韓国語非学習者の性別別イメージ形成要素

　イメージ形成要素について，学習者グループでは男女の差が見られたが，非学習者グルー
プではそれほど目立つ差は見られない。学習者グループでは，女性の方がほとんどの項目に
おいて男性より大きく影響されていると答えたのに対し，非学習者グループの結果では，男
女の結果がほとんど同じでる。ところが，「映画やドラマ」「K-POP」「SNS」「韓国製商品」の
項目では女性の回答が，「領土問題」「韓国と北朝鮮の関係」など歴史や政治に関する項目に
ついては男性の回答が多いことは学習者の傾向と同じである。韓国語を学習したことがある
かどうかに関係なく，韓国に対するイメージ形成要素において，男性は歴史や領土問題に，
女性は映画やドラマ，K-POPなどに大きく影響されると考えられる。

5.　お　わ　り　に

　本研究では，日本人大学生の韓国及び韓国人に対する意識調査を実施し，その結果を韓国
語学習者と非学習者，男性と女性，調査時期（₂₀₁₃年と₂₀₂₀年）に分けて比較した。その結
果，以下の点が明らかになった。
₁） 現在（₂₀₂₀年），半分程度の日本人大学生は韓国及び韓国人に関心があり，その関心度は
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韓国語非学習者より韓国語学習者の方が，また，男性より女性の方がより高い。学習者と
非学習者ともに，₂₀₁₃年より₂₀₂₀年の調査で関心度が若干減ってはいるが，その差は大き
くない。広島修道大学における韓国語学習者の調査結果だけを見ると，₂₀₀₅年と₂₀₂₀年の
関心度（「大変関心がある」＋「まあまあ関心がある」）にそれほど差はないが，「大変関
心がある」と答えた人の割合は，₂₀₀₅年に比べ₂₀₂₀年で大幅に増えている。

₂） 日本人学生が「韓国」という国に対して持つ好感度についても関心度と同じ傾向である。
関心度に比べると好感度の全体的数値は落ちているが，非学習者より学習者，男性より女
性，₂₀₂₀年より₂₀₁₃年（特に非学習者グループで）の方が，韓国に対して良いイメージを
持っている。

₃） 韓国及び韓国人に対するイメージ形成要素について，非学習者に比べ学習者の方が様々な
イメージ形成要素に影響される。特に韓国の映画やドラマ，K-POPなどの大衆文化と，旅
行や語学研修先で会う韓国人，大学の韓国人教員など直接韓国人と交流することが，韓国
に対するイメージ形成に多く影響している。

₄） 学習者グループのイメージ形成要素は，調査時期及び調査対象者の性別による違いが目立
つ。₂₀₁₃年より₂₀₂₀年の方が，また，男性より女性が，より様々な要素から影響されてい
た。特に，同じ大衆文化であっても映画やドラマより K-POPの影響が大きい。また，語
学研修や SNS，大学での教育，韓国人教員に大きく影響される一方，歴史や領土問題に
ついては₂₀₁₃年に比べ大きくない。

₅） 非学習者グループのイメージ形成要素は，調査時期による差はほとんど見られない。ただ
し，性別による差は見られ，学習者ほどではないが，男性より女性の方が様々な要素に影
響されていることが分かった。女性は映画やドラマ，K-POPなどの大衆文化，SNSから，
男性は日韓関係や領土問題から大きく影響を受けている点は学習者と同じであるが，日韓
関係や領土問題における男女の差は，学習者より非学習者でより大きい。

₆） 韓国語中級学習者は，韓国語初級学習者に比べ韓国及び韓国人に対する関心度と好感度が
高い。イメージ形成要素においても，初級学習者より様々な項目から影響されているが，
特に「旅行」「韓国人教員」の影響度が初級学習者より高い。
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